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不
発
弾
処
理
の
お
知
ら
せ
（州
崎
地
区
） 

 

父
島
洲
崎
地
区
で
次
の
と
お
り
、
不
発
弾
処
理
を

実
施
し
ま
す
。 

洲
崎
地
区
周
辺
で
は
、
一
部
立
入
制
限
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

立
入
制
限
に
つ
い
て
は
、
不
発
弾
処
理
隊
と
調
整

の
う
え
決
定
し
、
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
実
施
日
】
７
月
12
日
（月
）終
日 

【
予
備
日
】
７
月
13
日
（火
）終
日 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

国
民
年
金
に
つ
い
て 

 

◎
国
民
年
金
に
は
納
付
が
困
難
な
方
の
た
め 

 
 

に
、
色
々
な
制
度
が
あ
り
ま
す 

 

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
た

め
に
、
申
請
免
除
・
納
付
特
例
・
納
付
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す
。 

 

○
申
請
免
除
（全
額
免
除
・
一
部
免
除
） 

 
 

被
保
険
者
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
の

収
入
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り

受
け
ら
れ
ま
す
。 

 

○
学
生
納
付
特
例 

 
 

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
等
に
通
っ
て
い
る
学

生
で
、
前
年
の
収
入
が
一
定
基
準
以
下
の
場 

合
、
申
請
に
よ
り
、
学
生
期
間
中
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。 

 

○
若
年
者
納
付
猶
予 

 
 

被
保
険
者
（
30
歳
未
満
）・
配
偶
者
の
前
年
の
収

入
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。 

 

○
退
職
（失
業
）に
よ
る
特
例
免
除 

申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退

職
（失
業
）の
事
実
が
あ
る
場
合
と
な
り
ま
す
。 

※
配
偶
者
、
世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

と
き
は
保
険
料
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 
 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

6/28現在 

父島 

100/100 

母島 

100/100 

 

５月気象状況   （父島） 

最高気温   28.1℃ 

最低気温   16.1℃ 

平均気温   22.5℃ 

平均湿度   84％ 

月降水量  50.0mm 

住民基本台帳登録者数（６/1）  
 

 

             2,475人 
 

 

             父島      母島   
 
 

  人口      2,018人   457人 
 

 

 

  世帯      1,098    242 

ＮＯ．５７１ 

平成 22 年(2010) 

７/１(木) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 

 
 

第１４回硫黄島訪島事業を６月１５日から１８日にかけて実施しました。 

今年は天候に恵まれ、１６日、１７日の２日間硫黄島に上陸することができ、ゆとりある墓参や里帰りを行うことが

できました。 

１６日の朝、硫黄島に上陸後、硫黄島旧島民平和祈念墓地公園において硫黄島旧島民慰霊祭を行い、その後、硫黄島

旧島民の方々は出身集落へ里帰り、その他の方々は天山慰霊碑や鎮魂の丘において献花、慰霊を行いながら、島内を回

りました。   

また、旧島民の方々は、平成１４年度に村が建設した硫黄島平和祈念会館に宿泊し、当時の面影を懐かしんでおられ

ました。 

硫黄島訪島事業には、旧島民の方以外に硫黄島協会や父島・母島の一般村民、また、中学校２年生が学校行事として

参加しています。島内を旧島民の方々と巡り、中学生は硫黄島の地で旧島民の方々と交流会を行うなど、有意義な訪島

になったことと思います。 

硫黄島は、南国の恩恵を存分に享受し、豊かで平和な島でしたが、戦争によって荒廃し、さらに旧島民の方々は未だ

帰島も許されない現状にあります。 

村としては今後も、旧島民の心情に報いるための訪島事業を継続していくと共に、遺骨収集に積極的に協力してまい

ります。 
 

      
 
 
 

慰霊祭（中学生による誓いのことば） 旧島民と中学生の交流会 釜場（２０４設営隊） 

●問合せ先 総務課総務係 ２―３１１１ 

硫黄島訪島事業を実施しました  
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※
特
例
免
除
と
は
、
退
職
者
の
本
人
所
得
を
除
外

し
て
審
査
を
行
い
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
る
も
の
で
す
。 

【
手
続
き
】
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
、
母
島
支
所
窓

口
に
「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の
際
お
持
ち
い
た
だ

く
も
の
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の
お
よ
び
認
印
の
ほ
か
、
申
請

の
種
類
に
よ
り
必
要
な
添
付
書
類
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

い
ず
れ
の
制
度
も
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
。
（一
部
免
除
の
期
間
は
、
一
部
納
付
分
の
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
）

 

 

な
お
、
申
請
免
除
の
承
認
期
間
に
限
り
、
年
金
額

の
計
算
に
一
部
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
学
生
納
付
特

例
・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
承
認
期
間
は
、
保
険

料
の
納
付
が
な
い
限
り
年
金
額
の
計
算
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。 

 

い
ず
れ
も
承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（追
納
）。
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
、
三
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合 

 

は
、
経
過
期
間
に
よ
り
一
定
の
額
が
保
険
料
に
加
算

さ
れ
ま
す
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

 

 
 

港
年
金
事
務
所
０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

第
１９
回
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談 

  

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
り
、
「
第
19
回
く
ら
し

の
法
律
・
税
金
相
談
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

ご
相
談
の
あ
る
方
、
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談
、
遺
言
相
談 

 

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
金
相
談
に
、
弁
護
士
、
司

法
書
士
、
税
理
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。
公
証
人
が

公
正
証
書
で
遺
言
を
作
成
す
る
場
合
は
有
料
で
す
。 

【
父
島
】
７
月
12
日
（月
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 
 
 
 

７
月
13
日
（火
）午
前
９
時
〜
正
午 

【
母
島
】
７
月
12
日
（月
）午
後
２
時
〜
４
時 

【
場
所
】
《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

 

《
母
島
》
母
島
支
所 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張
し

て
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

 ◎
く
ら
し
の
法
律
教
室 

 

「
贈
与
税
の
基
礎
・
遺
言
の
豆
知
識
」 

将
来
の
相
続
や
税
金
の
こ
と
を
考
え
る
と
き 

 

に
、
気
に
な
る
の
が
生
前
贈
与
の
方
法
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
税
理
士
が
贈
与
税
の
基
礎
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
ま
た
、
公
証
人
が
遺
言
の

書
き
方
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。 

【
父
島
】
７
月
12
日
（月
）午
後
５
時
〜
６
時 

【
母
島
】
７
月
12
日
（月
）午
後
４
時
〜
５
時 

【
場
所
】
《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
９
１
９
―
３
５
３
０ 

 

後
期
高
齢
者
医
療
の 

「
被
保
険
者
証
」
と
「
保
険
料
」 

 

◎
被
保
険
者
証
（８
月
１
日
更
新
）な
ど
に
つ
い
て 

 

新
し
い
「
被
保
険
者
証
」
は
７
月
下
旬
ま
で 

 
 

に
、「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

認
定
証
」
に
該
当
す
る
方
は
７
月
末
ま
で
に
送
付
さ

れ
る
予
定
で
す
。 

 

◎
新
年
度
の
保
険
料
の
賦
課
決
定
・
納
入
通
知 

 

７
月
末
頃
に
、
今
年
度
の
保
険
料
の
「
保
険
料
賦

課
決
定
通
知
書
」
お
よ
び
「
保
険
料
納
付
通
知
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

保
険
料
の
納
期
や
納
め
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
村

民
だ
よ
り
４
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

口
座
振
替
に
よ
る
普
通
徴
収
で
の
払
込
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
窓
口
に
て

届
出
後
、
そ
の
際
の
控
え
を
村
役
場
窓
口
（後
期
高
齢

者
医
療
担
当
）ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
８
月
６
日
ま

で
に
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
10
月
分
か
ら
ご
指
定

の
口
座
か
ら
の
自
動
引
落
し
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

 

◎
「
広
域
連
合
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い 

 
 

「
広
域
連
合
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
制
度
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
点
な
ど
、
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

【
開
設
時
間
】
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
平
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 
 

◆
問
合
せ
先 

 
 

０
５
７
０
―
０
８
６
―
５
１
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ハ
ロ
ー
コ
ウ
イ
キ
） 

 
 

Ｆ
A
Ｘ 

 

０
５
７
０
―
０
８
６
―
０
７
５ 

 

（ハ
ロ
ー
75
） 

 
 

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

 
 
  

 
 
 
 
 
 

call@
tokyo

-k
ouikicenter.jp 

※
個
人
情
報
や
政
策
判
断
を
伴
う
内
容
等
に
は
お
答

え
で
き
ま
せ
ん
。 

 

◎
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
「
公
聴
会
」
の
開
催 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
後
の
新
た
な
制
度
に

つ
い
て
の
検
討
に
あ
た
り
、
高
齢
者
を
は
じ
め
国
民

の
方
々
の
幅
広
い
御
意
見
を
い
た
だ
き
、
高
齢
者
医

療
制
度
改
革
会
議
に
お
け
る
議
論
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
厚
生
労
働
省
主
催
の
地
方
公
聴
会
を
開
催
し
ま

す
。 

※
会
場
や
日
時
な
ど
の
詳
細
は
、
区
市
町
村
の
後
期

高
齢
者
医
療
窓
口
に
あ
る
チ
ラ
シ
か
、
次
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
参
加
申
込
書
（チ
ラ
シ
の
裏
面
）は
、
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

  

【
公
聴
会
開
催
の
ご
案
内
】 

http://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/topics/2

01
0/

06
/tp

0
60

1-
1.htm

l 

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
】 

http://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/

bu
nya/shak

aihosho

/iry
ouseid

o0
1/info0

2d.htm
l 

 

◆
問
合
せ
先 

厚
生
労
働
省
保
険
局
高
齢
者
医
療
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
２
５
３
―
１
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
線
３
１
９
８
・
３
１
９
２ 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診 

  

村
で
は
、
特
定
の
年
齢
に
達
し
た
女
性
に
対
し 

て
、
村
が
指
定
す
る
内
地
の
医
療
機
関
で
受
け
る
「
女

性
特
有
の
が
ん
検
診
」
の
費
用
が
無
料
と
な
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。 

11
月
に
実
施
予
定
の
「
小
笠
原
村
健
康
診
断
」
に

て
、
子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
な
い

見
込
み
の
方
で
、
内
地
上
京
予
定
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】 

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
30
歳
以
上
の
女
性 

【
発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
】 

○
子
宮
が
ん
検
診
用 

 

○
乳
が
ん
検
診
用
（マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視
触
診
）

 

【
受
診
で
き
る
医
療
機
関
】 

 
 

医
療
法
人
社
団 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ 

 
 

千
代
田
区
飯
田
橋
３
―
６
―
５
（Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
前
）

 

【
受
診
で
き
る
期
間
】 

７
月
15
日
（木
）〜
平
成
23
年
３
月
２
日
（水
） 

※
受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
大
変
混
み
合
っ

て
お
り
ま
す
の
で
希
望
ど
お
り
に
い
か
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
申
込
先
】
《
父
島
》
村
役
場
村
民
課 

 
 
 
 

 

《
母
島
》
母
島
支
所 

な
お
、
４
月
２
日
現
在
、
次
の
年
齢
で
住
民
登
録

を
し
て
い
る
方
は
、
国
が
定
め
る
本
事
業
の
対
象
者

で
す
の
で
、
申
し
込
み
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
直
接

ご
自
宅
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
き
ま
す
。 
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【
子
宮
が
ん
検
診
対
象
者
】 

 
 
 

20
歳
、
25
歳
、
30
歳
、
35
歳
、
40
歳 

【
乳
が
ん
検
診
対
象
者
】 

 
 
 

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳 

 

●
問
合
せ
先 
村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

消
防
車
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た 

  

東
京
都
江
戸
川
区
の
長
島
町
会
よ
り
、
町
会
が
所

有
し
て
い
た
消
防
車
を
贈
呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
29
日
に
は
町
会
主
催
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
村
か
ら
は
感
謝
状
お
よ
び
記
念
品
を
贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

              
  

車
両
到
着
後
は
、
早
速
、
小
笠
原
村
消
防
団
に
よ

る
定
期
訓
練
を
実
施
し
、
放
水
訓
練
等
を
実
施
致
し

ま
し
た
。 

               
 

   

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

固
定
資
産
税
の
納
付
期
限 

 

平
成
22
年
度
固
定
資
産
税
第
２
期
の
納
付
期
限

は
、
８
月
２
日
（月
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
を
申
し
込
ま
れ
て
い

る
方
は
、
口
座
の
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
７
月
13
日
（火
）
午
後
７
時
〜
９
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田 

捷
夫 

 

《
住 

  

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

 
《
連
絡
先
》 

０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

医
療
ス
タ
ッ
フ
募
集 

 

【
募
集
職
種
・
人
員
】 

 

《
小
笠
原
村
診
療
所
》 

 

看
護
師 

１
名 

 
 
 

理
学
療
法
士 

１
名 

 
 
 

診
療
放
射
線
技
師 

１
名 

 

《
有
料
老
人
ホ
ー
ム
》 

 
 
 

看
護
師 

１
名 

【
採
用
時
期
】
８
月
以
降 

【
勤
務
場
所
】
父
島
（小
笠
原
村
診
療
所
） 

【
採
用
形
態
】
契
約
職
員 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

 

２
―
３
８
０
０  

非
常
勤
職
員
（介
護
補
助
員
）の
募
集 

 

【
応
募
資
格
】
平
成
22
年
７
月
１
日
現
在
で
18
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方 

【
募
集
人
数
】
２
名 

【
勤
務
内
容
】
介
護
補
助
業
務 

【
勤
務
先
】
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
太
陽
の
郷
」 

【
雇
用
期
間
】
９
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日 

【
勤
務
時
間
】
午
前
６
時
〜
午
後
９
時
の
う
ち
、
１

日
６
時
間
程
度
。
１
週
間
当
た
り
29
時
間
以
内
。 

【
報
酬
額
（時
給
）】
１
０
３
０
円 

【
応
募
締
切
】
７
月
30
日
（金
） 

【
必
要
書
類
】
市
販
の
履
歴
書
（顔
写
真
添
付
） 

【
提
出
先
】
小
笠
原
村
医
療
課 

【
選
考
方
法
】
口
述
試
験
に
よ
る 

（試
験
日
は
後
日
決
定
） 

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
人
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 

２
―
３
８
０
０  

村
営
バ
ス
夏
季
臨
時
ダ
イ
ヤ
の
実
施 

 

村
営
バ
ス
は
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
に
合
わ

せ
、
土
・
日
曜
日
に
限
り
、
夏
季
臨
時
ダ
イ
ヤ
で
運

行
し
ま
す
。 

夏
季
臨
時
ダ
イ
ヤ
は
、
扇
浦
線
（村
役
場
前
〜
小
港

海
岸
）の
み
で
す
が
、
通
常
の
休
日
ダ
イ
ヤ
よ
り
始
発

が
早
く
、
昼
も
運
行
し
ま
す
の
で
、
小
港
海 

 
 
 

岸
、
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
な
ど
の
遠
方
へ
も
時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
お
出
か
け
に
な
れ
ま
す
。 

村
営
バ
ス
で
、
夏
の
休
日
を
ご
家
族
や
お
友
達
と

楽
し
く
野
外
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 

◎
夏
季
臨
時
ダ
イ
ヤ 

 

【
実
施
期
間
】
７
月
24
日
（土
）〜

８
月
15
日
（日
） 

の
間
の
土
・
日
曜
日 

【
臨
時
ダ
イ
ヤ
運
行
時
間
】 

《
扇
浦
線
（村
役
場
前〜

小
港
海
岸
往
復
）
》 

 
 

○
村
役
場
前 

午
前
８
時
15
分
発 

 
 
 

〜
小
港
海
岸 

午
前
８
時
30
分
着
、
発 

〜
村
役
場
前 

午
前
８
時
45
分
着 

  
 

○
村
役
場
前 
午
後
１
時
30
分
発 

 
 
 

〜
小
港
海
岸 

午
後
１
時
45
分
着
、
発 

 
 
 
 

〜
村
役
場
前 

午
後
２
時
着 

※
平
日
は
、
通
常
ど
お
り
運
行
し
ま
す
。 

※
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
と
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
は
、
平
日
も

休
日
も
通
常
ど
お
り
で
す
の
で
、
お
間
違
え
の
無

い
様
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

  

２
０
１
０
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

 

小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
！ 

【
募
集
作
品
】 

小
笠
原
で
撮
影
さ
れ
た
、
小
笠
原
の
魅
力
を
伝

え
る
作
品
す
べ
て
。 

※
今
回
、
部
門
は
設
け
ま
せ
ん
。 

【
賞
】 

○
金
賞
（１
名
）  

賞
金
５
万
円
、
賞
状
、 

小
笠
原
航
路
往
復
２
等
乗
船
券(

ペ
ア) 

※
小
笠
原
海
運
（株
）協
賛 

○
銀
賞
（１
名
）  

賞
金
４
万
円
、 

賞
状
、
特
産
品 

○
銅
賞
（１
名
）  

賞
金
３
万
円
、 

賞
状
、
特
産
品 

○
特
別
賞
（４
名
） 

賞
金
２
万
円
、
賞
状 

○
佳
作
（
10
名
）  

賞
金
１
万
円
、
賞
状 

【
応
募
締
切
】
平
成
23
年
１
月
14
日
（金
）必
着 

【
応
募
先
】 

村
役
場
産
業
観
光
課
宛
て
に
郵
送
・
持
込
み 

 

詳
細
は
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
村

役
場
お
よ
び
父
島
・
母
島
の
両
観
光
協
会
に
置
い
て

あ
る
応
募
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！ 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

も
っ
と
身
近
に
小
笠
原
展 

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
募
集
（小
中
高
生
） 

 

小
笠
原
諸
島
の
自
然
や
生
活
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
「
も
っ
と
身
近
に
小
笠
原
展
」 

 

が
、
小
笠
原
展
実
行
委
員
会
に
よ
り
８
月
に
開
催
さ

れ
ま
す
。 

イ
ベ
ン
ト
会
場
内
で
は
、
島
の
小
中
高
生
が
撮
影

消防自動車贈呈式 贈呈された消防車にて放水訓練 
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小笠原村観光親善大使 

読売ジャイアンツ 

小笠原 道大 選手 

し
た
小
笠
原
の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
形
式
で
紹
介
す
る

「
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
展
示
」
を
行
い
ま
す
。 

 

イ
ベ
ン
ト
で
紹
介
す
る
写
真
を
次
の
と
お
り
募
集

い
た
し
ま
す
。
応
募
者
に
は
も
れ
な
く
エ
コ
バ
ッ
ク

を
贈
呈
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
テ
ー
マ
】
風
景
・
動
植
物
・
人
物
な
ど
自
由 

【
提
出
方
法
】 

画
像
デ
ー
タ
を
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
、
Ｃ
Ｄ-

R
な
ど
の
媒
体
に
よ
り
小
笠
原
村
産
業
観
光
課

ま
た
は
、
母
島
支
所
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

媒
体
は
そ
の
場
で
お
返
し
い
た
し
ま
す
。
提
出

時
に
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・
小
笠

原
を
Ｐ
Ｒ
す
る
コ
メ
ン
ト
を
伺
い
ま
す
。 

ま
た
、
ご
本
人
の
笑
顔
の
写
真
も
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

【
提
出
期
限
】
７
月
20
日
（火
） 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

中
ノ
平
自
立
支
援 

農
業
団
地
就
農
者
の
募
集 

  

母
島
中
ノ
平
に
あ
る
中
ノ
平
自
立
支
援
農
業
団
地

は
、
村
が
農
業
者
の
自
立
を
支
援
す
る
目
的
で
設
置

し
て
い
る
農
業
団
地
で
す
。 

こ
の
度
、
農
業
団
地
の
空
き
区
画
に
就
農
を
希
望

す
る
農
業
者
を
募
集
し
ま
す
。 

【
応
募
資
格
】
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
農
業
者 

 

①
小
笠
原
村
に
在
住
し
て
い
る
こ
と 

 

②
就
農
の
許
可
を
し
た
日
以
降
に
母
島
に
居
住
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と 

 

③
申
請
の
日
以
前
に
小
笠
原
村
に
お
い
て
、
農
業

経
営
の
経
営
主
と
し
て
１
年
以
上
の
就
農
実

績
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
３
年
以
上
の
農
作
業

従
事
の
実
績
が
あ
る
こ
と 

 

※
③
の
就
農
実
績
お
よ
び
農
作
業
従
事
の
実
績
に

つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
基
準
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
数
】
１
区
画 （露

地
ほ
場
＋
鉄
骨
ハ
ウ
ス
１
棟
） 

【
区
画
面
積
】
《
露
地
ほ
場
》
２
０
０
１
・
15
㎡ 

 
 

 
 
 
 
 

 

《
鉄
骨
ハ
ウ
ス
》
４
５
６
㎡ 

【
使
用
料
】
年
額
４
万
１
３
４
０
円 

※
鉄
骨
ハ
ウ
ス
被
覆
材
張
替
え
の
た
め
の
積
立
金

と
園
芸
施
設
共
済
加
入
費
の
負
担
が
別
途
必

要
で
す
。 

【
使
用
期
間
】
６
年
間
（９
月
１
日
〜
平
成
28
年
８

月
31
日
） 

※
た
だ
し
、
継
続
使
用
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
限
り
、
使
用
期
間
を
６
年
間
延
長
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

【
応
募
期
間
】
７
月
１
日
（木
）〜
14
日
（水
） 

【
応
募
方
法
】
申
込
書
類
の
配
付
お
よ
び
申
請
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
対
応
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 
「
が
ん
ば
れ
！
小
笠
原 

プ
レ
ゼ
ン
ト
ナ
イ
タ
ー
」
の
開
催 

 

７
月
29
日
（
木
）東
京
ド
ー
ム
の
読
売
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ 

対 

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
戦
（試
合
開
始
18
時
）

に
て
、｢

が
ん
ば
れ
！ 
小
笠
原
プ
レ
ゼ
ン
ト
ナ
イ 

 

タ
ー｣

を
開
催
し
、
観
光
親
善
大
使
の
小
笠
原
道
大
選

手
を
応
援
し
な
が
ら
、
小
笠
原
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。 

小
笠
原
旅
行
や
特
産
品
の
当
た
る
ラ
ッ
キ
ー
カ
ー

ド
と
共
に
、
２
万
枚
の
小
笠
原
Ｐ
Ｒ
用
う
ち
わ
を
配

布
し
ま
す
。
ま
た
、
試
合
前
に
は
東
京
ド
ー
ム
外
の

ス
テ
ー
ジ
Ｇ
‐
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
で
、
南
洋
踊
り
の
披
露
や

観
光
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
す
。 

          

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
の
点
検
・
評
価 

 
 

 
 

 
 

（平
成
21
年
度
分
）の
公
表 

 

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
」
の
一
部
改
正
が
平
成
19
年
６
月
に
あ
り
、
「
教

育
委
員
会
は
、
毎
年
、
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の

管
理
及
び
執
行
の
状
況
に
つ
い
て
点
検
及
び
評
価
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
、
こ

れ
を
議
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
規
定
に
よ
り
、
小
笠
原
村
教
育
委
員
会
で 

は
、
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
お

よ
び
執
行
の
状
況
に
つ
い
て
点
検
お
よ
び
評
価
を
行 

 

い
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
、
議
会

へ
提
出
す
る
と
と
も
に
公
表
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

点
検
お
よ
び
評
価
の
対
象
は
、「
小
笠
原
村
教
育
委

員
会
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
主
要
施
策
」
に
つ
い
て

で
す
。
点
検
お
よ
び
評
価
の
方
法
は
、
施
策
や
事
業

の
進
捗
状
況
を
取
り
ま
と
め
、
点
検
・
評
価
に
関
す

る
委
員
（有
識
者
）の
意
見
を
聴
取
し
、
教
育
委
員
会

に
お
い
て
点
検
・
評
価
を
行
い
ま
し
た
。 

点
検
お
よ
び
評
価
の
報
告
書
は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
教
育
課
の
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
す
る
の
と
併
せ 

 

て
、
教
育
委
員
会
お
よ
び
母
島
支
所
に
て
閲
覧
す
る

こ
と
も
出
来
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
５
月
15
日
〜
６
月
２
日 

○
島
じ
ま
ん
２
０
１
０ 

○
東
京
都
町
村
会
会
議
出
席 

○
島
し
ょ
振
興
公
社
会
議
出
席 

○
離
島
航
路
改
善
検
討
協
議
会
出
席 

○
父
島
〜
母
島
航
路
改
善
打
合
せ 

○
消
防
車
両
贈
呈
式
出
席
（江
戸
川
区
）
等 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

   

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
７
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
７
月
５
日
（月
）午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

  

母
島
に
お
い
て
保
護
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実

施
し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
15
日
（木
）午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
（免
許
証
な
ど
）、
③
11
枚
綴

り
の
「村
民
の
皆
様
へ
」
（※
） 

※
「
村
民
の
皆
様
へ
」
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
村
に

新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
に
、
村
役
場
村
民
課
ま
た

は
母
島
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
お
持
ち
で

な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
年
間
入
林
申
請
（
年
間
パ
ス
）
を
受
け
て
い
る
方 

は
、
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 
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小
笠
原
か
ら
内
地
へ
植
物
等
を 

持
ち
出
さ
れ
る
皆
様
へ 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
や
、
さ
つ
ま
い
も
等
の
害

虫
で
あ
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
・
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫
が
発
生
し
て

い
な
い
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
さ
つ

ま
い
も
な
ど
の
一
部
の
植
物
は
、
植
物
防
疫
法
に
よ

り
、
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る

観
葉
植
物
な
ど
の
根
付
き
植
物
に
つ
い
て
は
、
植
物

防
疫
官
（母
島
は
植
物
検
疫
補
助
員
）に
よ
り
、
ア
フ

リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
根
付
き
植
物
を
内
地
へ

持
ち
出
す
際
は
、
必
ず
植
物
防
疫
官
の
確
認
を
受
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

      

【
根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

          

●
問
合
せ
先 
 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２
―
２
１
４
５ 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp:/

/w
w
w
.m

aff.g
o.jp/

pps/ 
 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会
実
施 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

【
時
期
】
９
月
中
旬
〜
10
月
下
旬 

 
 
 
 

（こ
の
期
間
の
う
ち
、
夜
間
６
日
間
程
度
） 

【
対
象
者
】 

平
成
23
年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村
に
１

年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
月
以
降
の
村
民
だ
よ

り
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

自
衛
官
募
集 

 
【
募
集
種
目
】
一
般
曹
候
補
生 

【
対
象
年
齢
】
18
歳
以
上
27
歳
未
満 

【
受
付
期
間
】
８
月
１
日
（日
）
〜
９
月
10
日
（金
） 

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部 

 
 

大
田
出
張
所 

０
３
―
３
７
３
６
―
４
２
７
１ 

 

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 
 

【
試
験
日
時
】
７
月
24
日
（土
）午
前
９
時
〜 

【
申
込
締
切
】
７
月
23
日
（金
）午
後
５
時 

 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

海
上
保
安
署
か
ら
の
お
願
い 

 

海
上
保
安
庁
で
は
７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま

で
の
期
間
、
海
で
の
事
故
の
防
止
を
図
る
た
め
「
海

の
安
全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

を
行
う
際
は
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

○
海
に
行
く
前
に
天
気
や
潮
汐
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

○
単
独
行
動
は
避
け
、
連
絡
手
段
を
確
保
し
ま
し
ょ

う
。 

○
船
舶
を
出
す
前
に
運
航
前
点
検
を
確
実
に
行
い
ま

し
ょ
う
。 

○
船
舶
の
航
行
中
は
見
張
り
を
行
い
、
周
囲
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。 

○
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番  

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
７
月
23
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

社
会
福
祉
法
人
明
老
会 

 

母
島
介
護
職
員
募
集 

 
◎
介
護
員
（正
職
員
） 

【
仕
事
内
容
】 

 
 

母
島
で
の
介
護
保
険
事
業
、
介
護
予
防
事
業
等

介
護
業
務
お
よ
び
関
連
事
務 

【
基
本
給
】 

 
 

16
万
４
６
０
０
円
〜
22
万
２
９
０
０
円 

【
応
募
資
格
】 

 
 

介
護
福
祉
士
、
運
転
免
許
（Ａ
Ｔ
限
定
可
） 

福
祉
分
野
で
の
経
験
３
年
以
上 

詳
細
に
つ
い
て
は
募
集
要
項
が
あ
り
ま
す
。
応
募

に
つ
い
て
疑
問
な
点
や
質
問
な
ど
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

明
老
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
９
１
１（
井
上
） 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
大
花
火
大
会
広
告
料
お
よ
び 

寄
付
金
ご
協
賛
の
お
願
い 

 

 

小
笠
原
の
夏
の
夜
空
を
彩
る
『
大
花
火
大
会
』
が

今
年
は
８
月
13
日
（金
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

花
火
打
ち
上
げ
費
用
は
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
協

賛
広
告
料
（
一
口
１
万
円
）
と
村
か
ら
の
補
助
金
に 

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
賛
い
た
だ
い
た

方
々
の
お
名
前
は
盆
踊
り
会
場
に
掲
示
し
、
花
火
打

ち
上
げ
前
に
場
内
放
送
し
ま
す
。
お
名
前
の
放
送
に

あ
た
っ
て
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
誕
生
日
の
お
祝
い
や
お
店
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
に
も
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
全
体
へ
の
寄
付

金
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
に
負
け
な
い
大
き
な
花
火
で
小
笠
原
の
夏
の

夜
空
を
大
輪
の
華
で
彩
れ
る
よ
う
、
村
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
盆
踊
り
大
会
の
日
程
は
８
月
12
日(

木) 

13
日(

金)

、
14
日(

土)

の
３
日
間
を
予
定
し
て
い
ま

す
。 

 

◎
夜
店
出
店
者
募
集 

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０
」
の
各
イ

ベ
ン
ト
に
夜
店
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。 

【
申
込
期
間
】
７
月
21
日
（水
）〜
31
日
（土
） 

【
申
込
方
法
】 

 
 

販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話

番
号
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ 

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ 

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

害 
 

虫 

あ
さ
が
お
、
さ
つ
ま
い
も
、

ぐ
ん
ば
い
ひ
る
が
お
等
の
生

茎
葉
お
よ
び
生
塊
根
等
の
地

下
部 

植 
 
 

物 

 

東
京
島
し
ょ 

農
協
小
笠
原 

母
島
支
店 

二
見
港 

船
客
待
合
所 

小
笠
原 

総
合
事
務
所 

場 

所 

母
島
で
は
植
物
検
疫
補
助
員
が 

 

植
物
の
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

手 

荷 

物 

携
帯
品
等 

ゆ
う
パ
ッ
ク 

宅 

配 

便 

対 

象 

物 

定
期
船
出
港
日 

 
 

出
港
１
時
間
前
〜 

平
日
（
午
前
８
時 

 
 
  

  

〜
午
後
５
時
） 

時 

間 
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※
出
店
の
内
容
に
よ
り
品
目
お
よ
び
場
所
を
事
前

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
先
】 

 
 

福
本
信
孝 
０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１ 

○
盆
踊
り
へ
の
出
店
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
保

健
所
に
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。 

《
日
時
》
８
月
６
日
（金
）
午
後
６
時
〜 

【
対
象
イ
ベ
ン
ト
】
小
笠
原
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ 

 
 

盆
踊
り
、
野
外
映
画
会
、
フ
ラ
オ
ハ
ナ 

※
会
場
は
い
ず
れ
も
お
祭
り
広
場
で
す
。 

 

◎
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！ 

  

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
村
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
支
え
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
て
い
く
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
好
き
な
あ
な
た

の
力
を
待
っ
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
事
務
局

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

 

２
―
２
５
８
７ 

 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（大
村
海
岸
） 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を

維
持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク 

リ
ー
ン
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
月
は
、
大
村
海
岸
で
行
い
ま
す
。 

夏
休
み
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
前
に
身
近
な
海
岸
を
綺

麗
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
14
日
（水
）午
前
６
時
集
合 

 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

【
集
合
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場 

【
持
ち
物
】
飲
み
物
、
お
持
ち
の
方
は
軍
手 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

７
月
は
14

日
（
水
）
〜
16

日
（
金
）
以
外
の
毎 

 

日
、
出
港
中
も
開
館
し
ま
す
。 

【
特
別
展
】「
つ
な
が
る
生
き
も
の
展
」
〜
外
来
種
と

固
有
種
を
考
え
る
〜 

《
公
開
期
間
》
７
月
13
日
（火
）ま
で
。 

 

【
企
画
展
】
「
硫
黄
三
島
展
」
新
館
に
て
開
催
中
。 

 

７
月
24
日
（土
）か
ら
「
南
島
展
」
・
夏
季
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ポ
ス
タ
ー
、
８

月
村
民
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

 
◎
ま
っ
く
ら
や
み
で
あ
そ
び
隊
！ 

※
抽
選 

 

 
 

〜
夜
の
世
界
を
体
験
し
て
み
よ
う
〜 

 
 

【
共
催
】
環
境
省 

【
日
時
】
７
月
10
日
（土
） 

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
45
分 

【
募
集
人
数
】
20
名
（
小
学
生
） 

【
延
期
日
】
７
月
24
日
（
土
） 

【
集
合
場
所
】
お
祭
り
広
場
ス
テ
ー
ジ 

（
保
護
者
の
方
、
お
迎
え
を
お
願
い
し
ま
す
）

  

◎
海
上
保
安
官
に
な
り
隊
！ 

※
抽
選 

〜
海
で
の
仕
事
を
、
体
験
し
て
み
よ
う
！
〜 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
低
・
高
学
年
別
で
２
回
実
施
） 

【
協
力
】
海
上
保
安
署 

【
日
時
】 

 

《
小
学
生
（１
〜
３
年
生
）
》 

 
 
 

８
月
18
日
（水
）
（延
期
日
８
月
25
日
（水
）
） 

 

《
小
学
生
（４
〜
６
年
生
）・
中
学
生
》 

 
 
 

８
月
19
日
（木
）
（延
期
日
８
月
26
日
（木
）
） 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分 

【
募
集
人
数
】
各
16
名 

【
集
合
場
所
】
海
上
保
安
署 

 
 

  

◎
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
び
隊
！ 

※
抽
選 

 

 
 

〜
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
、
み
て
み
よ
う
！
〜 

 

【
協
力
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

【
日
時
】
８
月
24
日
（火
） 

午
後
１
時
40
分
〜
４
時
45
分 

【
募
集
人
数
】
20
名
（小
学
生
・
中
学
生
） 

【
集
合
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
本
館
前 

 

◎
共
通
事
項 

【
参
加
費
】
半
日
１
０
０
円 

１
日
３
０
０
円 

【
予
約
方
法
】  

○
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

○
小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
回
収
箱
を
置

き
ま
す
。 

○
参
加
者
に
は
追
っ
て
ご
連
絡
致
し
ま
す
。 

【
申
込
期
限
】
７
月
５
日
（月
）  

※
持
ち
物
、
注
意
な
ど
の
詳
細
は
、
あ
そ
び
隊
チ
ラ

シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 

 
 
 
 
 
 
 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催 

 

◎
第
８
回
「
お
か
え
り
、
は
や
ぶ
さ
。
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
、
あ
か
つ
き
。
」 

 

小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
か
ら
帰
っ
て
き
た
「
は
や
ぶ
さ
」 

そ
し
て
金
星
へ
旅
立
っ
た
「
あ
か
つ
き
」
。
あ
か
つ
き

が
め
ざ
す
金
星
を
見
つ
け
よ
う
！ 

【
日
時
】
７
月
14
日
（水
）午
後
６
時
〜
７
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
。 

【
集
合
場
所
】
奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
７
月
13
日
（火
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
運
営
委
員
会 

 
 

事
務
局
（国
立
天
文
台
内
） 

官
谷
幸
利 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
７
３
３
３ 

                                       

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２５，８６０ (+760) １２，９３０ (+380) 
特 ２ 等 ３７，４８０ (+1,100) １８，７４０ (+550) 
１ 等 ５１，７００ (+1,510) ２５，８６０ (+760) 
特 １ 等 ５８，９６０ (+1,720) ２９，４９０ (+860) 
特 等 ６４，６８０ (+1,890) ３２，３５０ (+950) 
２等（学割） ２０，６９０ (+610)  

２等 
（身体障害者割引） 

１２，９３０ (+380)  ６，４７０ (+190) 
村民割引 
（往復）２等 ３４，８８０ (+510) １７，４５０ (+250) 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １５，５０８ (＋304) 

２  等  品 １４，４３７ (＋283) 

３  等  品 １３，２８０ (＋260) 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５５３ (＋30) 

０．０７５トン以下  １，１５７ (＋23) 

 

７月の燃料油価格変動調整金 
 

 ７月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合
わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ８，７９０ （+726） 

２  等  品 ８，２４０ （+680） 

３  等  品 ７，６９１ （+635） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８８１ （+73） 

０．０７５トン以下 ６６４ （+55） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，３５０ (+570) ２，１８０ (+290) 

１ 等 ８，６９０ (+1,130) ４，３５０ (+570) 

村民割引 
（往復）２等 ５，６６０ (+740) ２，８４０ (+380) 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第 １２５ 号  ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

子宮頸がんは、女性の命はもちろんのこと、妊娠や出産の可能性まで奪ってしまう、生活や人生に大きな影響を及ぼ

す病気です。子宮頸がんの原因は、ほぼ 100％がヒトパピローマウイルス（HPV）というウイルスの感染です。多く

の場合、性交渉によって感染すると考えられていて、発がん性のある HPV は、すべての女性の約 80％が一生に一度は

感染していると報告があるほどとてもありふれたウイルスです。このため、性行動のあるすべての女性が子宮頸がんに

なる可能性を持っています。 

子宮頸がんは、初期には全く症状がないことがほとんどで、自分で気づくことはできません。そのため、不正出血や

おりものの増加、性交のときの出血などに気がついたときには、がんが進行しているということも少なくありません。 

子宮頸
し き ゅ う け い

がんについてもっと知ってほしいこと 

近年では 20 代後半から 30 代に急増、若い女性の発症率が

増加傾向にあります。子宮頸がんは、がんによる死亡原因の第

3 位、女性特有のがんの中では乳がんに次いで第 2 位を占めて

おり、特に 20 代から 30 代の女性においては、発症するすべ

てのがんの中で第 1 位となっています。 

子宮頸がんは定期的な検診によってがん

になる前の状態（前がん病変）を発見する

ことができ、がんになる前に治療が可能な

病気です。 

あなたの子宮と命を守るために、症状が

なくても、１～2 年に一度は、検診を欠か

さずに受けましょう。 

国が実施している女性特有のがん検診

（乳がん・子宮がん）クーポン券も活用し

ましょう！ クーポン券の支給には年齢制

限がありますので、詳しくは福祉係までお
問い合わせください。 

図：日本における２０～３９歳の女性 10 万人当たりの各種がんの発症率の推移 

妊娠・出産期、 

子育て世代の女性
に増えています！ 

 

クジラ：そういえば、子宮頸がん予防ワクチンの予防接種費用の助成（小学 6 年生～中学

3 年生対象）が今月から始まるそうですね。そもそも、子宮頸がん予防ワクチ  

ンってどのようなものですか？ 
 

保健師：子宮頸がん予防ワクチンは、子宮頸がんの原因となりやすい HPV 16 型と HPV 

18 型のウイルスに対する抗体をつくらせるワクチンです。なお、このワクチン

に含まれるウイルスには中身（遺伝子）がないので、接種しても感染することは

ありません。ただし、接種後の感染を防ぐもので、すでに感染している HPV を

排除したり、前がん病変を治す効果はありません。 
 

クジラ：他にも予防接種の費用を補助してくれるものってありますか？ 
 

保健師：今年の 4 月からはヒブワクチン、7 月からは子宮頸がん予防ワクチンに加えて小

児用肺炎球菌ワクチンの予防接種の費用の一部助成を開始します。詳しくは福祉

係にお問い合わせください。 

図：子宮の構造と女性特有のがんの種類 

全世界では毎年、27 万人もの女性が子宮頸がんによって大

切な命を失っています。これは時間に換算すると約 2 分間に 1

人の割合となります。日本でも、毎年 15,000 人（上皮内がん

を含む）が子宮頸がんと診断されており、死亡者数をみると、

1 日 10 人の女性が子宮頸がんによって命を失っている計算に

なります。 
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任
意
予
防
接
種
に
つ
い
て 

(

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン)  

  

小
笠
原
村
診
療
所
、
母
島
診
療
所
で
は
、
次
の
と

お
り
新
た
し
い
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始
い
た
し
ま

す
。 

 

◎
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン 

 

細
菌
性
髄
膜
炎
な
ど
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
重
い

感
染
症
を
予
防
す
る
子
供
用
の
ワ
ク
チ
ン
で
す
。 

【
接
種
対
象
者
】
生
後
２
か
月
〜
９
歳
以
下 

【
接
種
回
数
】
開
始
年
齢
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。 

 

①
２
〜
６
か
月
児 

 
 

初
回
免
疫 

約
４
週
間
隔
で
３
回
接
種 

 
 

追
加
免
疫 

初
回
免
疫
の
60
日
後 

 

②
７
ヶ
月
〜
11
ヶ
月
児 

 
 

初
回
免
疫 

約
４
週
間
隔
で
２
回
接
種 

 
 

追
加
免
疫 

初
回
免
疫
の
60
日
後 

 

③
１
歳
児 

 
 

初
回
免
疫 

１
回
接
種 

 
 

追
加
免
疫 

初
回
免
疫
の
60
日
後 

 

④
２
〜
９
歳
児 

 
 

１
回
接
種 

【
接
種
費
用
】
１
回
に
つ
き 

９
７
１
０
円 

※
予
約
が
必
要
で
す
。
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

 

２
―
３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 

 

３
―
２
１
１
５ 

  

日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種 

再
開 

  

平
成
17
年
５
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
日
本
脳
炎

の
予
防
接
種
に
つ
い
て
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
る

旨
の
勧
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

や
安
全
性
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年
４

月
か
ら
「
第
１
期
の
対
象
者
に
積
極
的
な
接
種
勧
奨

を
再
開
す
る
」
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
量
は
接
種
機
会
を
逃
し
た
方
に
十
分

行
き
渡
る
量
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
「
平
成
22
年

度
に
お
い
て
は
、
３
歳
児
に
積
極
的
に
接
種
勧
奨
す

る
」
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
第
１
期
の
３
歳
児
以
外
の
対
象
者
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
も
実
施
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
第
２
期
対
象
者
（９
歳
以
上
13
歳
未
満
）

や
差
し
控
え
て
い
た
期
間
中
に
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
方
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
現
在
厚
生
労
働

省
で
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

【
対
象
者
】
第
１
期
の
み
実
施
い
た
し
ま
す
。 

○
第
１
期
（３
回
） 

 
 
 

初
回
接
種
（２
回
）生
後
６
か
月
以
上
90
か

月
未
満
（標
準
と
し
て
３
歳
） 

 
 
 

追
加
接
種
（１
回
）初
回
接
種
後
お
お
む
ね
１

年
後
（標
準
と
し
て
４
歳
） 

※
予
約
が
必
要
で
す
。 

※
日
本
脳
炎
は
定
期
予
防
接
種
の
た
め
、
対
象
者

の
接
種
費
用
は
無
料
で
す
。 

【
実
施
日
時
】
予
約
の
際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
実
施
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所
、
母
島
診
療
所 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方 

 

は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を

お
願
い
い
た
し
ま
す 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
７
月
８
日
（木
）午
後
２
時
〜
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 
 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

育
児
学
級
（離
乳
食
の
会
） 

 

栄
養
士
と
一
緒
に
、
島
の
食
材
を
使
っ
た
離
乳
食

を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
事

前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
３
か
月
か
ら
８
か
月
の
お
子

様
と
保
護
者 

【
日
時
】
７
月
16
日
（金
） 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
必
要
な
も
の
】
母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
乳
幼
児
計
測
会 

  

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？ 

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不

要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
〜
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
７
月
26
日
（月
） 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

介
護
の
し
く
み
座
談
会
（母
島
） 

 

介
護
保
険
に
つ
い
て
、
詳
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？ 

今
回
は
杖
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
紙
お
む
つ
、
介

護
用
ベ
ッ
ド
な
ど
実
際
に
見
て
、
触
っ
て
体
験
し
て

み
ま
し
ょ
う
。 

【
対
象
者
】
ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
７
月
29
日
（木
）午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
母
島
支
所 

大
広
間 

 
●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。） 

【
日
時
】
７
月
14
日
（水
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
必
要
な
も
の
】
上
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

      

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（国
際
自
然
保
護
連
合
）の 

小
笠
原
諸
島
調
査
に
つ
い
て 

 

 
 

小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
あ
た 

 

り
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（国
際
自
然
保
護
連
合
）の
調
査
団

が
７
月
４
日
（日
）か
ら
13
日
（火
）の
間
、
来
島
し

ま
す
。
環
境
、
自
然
保
護
な
ど
の
専
門
機
関
で
あ

る
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
調
査
に
基
づ
き
、
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
決
定
さ
れ
ま
す
。 

【
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
と
は
】 

 
 

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（国
際
自
然
保
護
連
合
）と
は
、
１
９

４
８
年
に
設
立
さ
れ
た
国
家
、
政
府
機
関
、
非
政

府
機
関
で
構
成
さ
れ
た
国
際
的
な
自
然
保
護
機
関

で
す
。
自
然
の
持
つ
本
来
の
姿
を
保
護
し
つ 

 

つ
、
公
平
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
、
世
界
中
の

社
会
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
使
命
と
し
て
お 

り
、
本
部
は
ス
イ
ス
の
グ
ラ
ン
に
あ
り
ま
す
。 

【
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
調
査
団
の
紹
介
】 

 

《
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ャ
デ
ィ
ー
さ
ん
》 

 
 
 

（Mr Peter SH
A

D
IE

） 

 
 

○
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
ア
ジ
ア
保
護
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
責

任
者 

 
 

○
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
野
生
生
物
局
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ

本
部
勤
務
後
、
２
０
０
６
年
よ
り
現
職 

 
 

○
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
籍 

 

《
ナ
オ
ミ
・
ド
ー
ク
さ
ん
》 

 
 
 

（Ms. N
aom

i D
O

A
K

） 

 
 

○
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
ア
ジ
ア
保
護
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
担 

 
 
 

当 

 
 

○
セ
ー
シ
ェ
ル
諸
島
保
全
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
セ
ー
シ
ェ

ル
諸
島
基
金
勤
務
後
、
２
０
１
０
年
よ
り
現

職 

 
 

○
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
籍 
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【
調
査
行
程
概
要
（予
定
）】 

 
 

７
月
４
日
（日
）父
島
着 

 
 
 
 
 
 
 
 

父
島
現
地
調
査
（東
平
な
ど
） 

 
 
 
 

５
日
（月
）硫
黄
島
三
島
船
上
視
察 

 
 
 
 

６
日
（火
）兄
島
現
地
調
査 

 
 
 
 
 
 
 
 

父
島
ヘ
リ
視
察-

歓
迎
会 

 
 
 
 

７
日
（水
）南
島
現
地
調
査 

 
 
 
 
 
 
 
 

父
島
地
質
船
上
視
察 

 
 
 
 

８
日
（木
）
（ヘ
リ
視
察
予
備
日
） 

外
来
種
対
策
視
察 

父
島
意
見
交
換
会 

 
 
 
 

９
日
（金
）予
備
日 

 
 
 
 

10
日
（土
）母
島
へ
―
向
島
現
地
調
査 

 
 
 
 

11
日
（日
）乳
房
山
現
地
調
査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
地
質
船
上
視
察 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
意
見
交
換
会 

 
 
 
 

12
日
（月
）南
崎
現
地
調
査
―
父
島
へ 

 
 
 
 

13
日
（火
）記
者
会
見
―
父
島
発 

 

※
な
お
、
天
候
に
よ
っ
て
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

【
今
後
の
予
定
】 

 
 

こ
の
現
地
調
査
終
了
後
、
課
題
対
応
・
追
加
資

料
要
請
な
ど
の
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ

Ｎ
は
評
価
報
告
書
を
作
成
し
、
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出

し
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
23
年
夏
ご
ろ
、
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、
小
笠
原
諸
島

の
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
の
可
否
が
決
定
さ
れ
ま

す
。 な

お
、
世
界
自
然
遺
産
に
関
す
る
小
笠
原
支
庁

作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
読
み
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

《
世
界
自
然
遺
産
推
薦
地
小
笠
原
諸
島
》 

小
笠
原
の
自
然
遺
産
と
し
て
の
価
値
や
登

録
の
た
め
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

《
父
島
・
母
島
自
然
遺
産
ガ
イ
ド
》 

父
島
と
母
島
の
自
然
遺
産
マ
ッ
プ
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
パ
ク
ト
で
、
持
ち
運
び
に

と
て
も
便
利
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
鯨
と
船
舶
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め
に
」 

 

今
年
の
３
月
と
４
月
に
小
笠
原
海
域
で
確
認
さ
れ

た
船
と
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
衝
突
（以
下
「シ
ッ
プ
ス
ト

ラ
イ
ク
」
）。
今
後
も
船
舶
を
所
有
・
操
船
す
る
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
問
題
で
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で

は
解
決
方
法
を
探
る
べ
く
様
々
な
事
例
や
取
組
を
調

べ
て
い
ま
す
。
今
回
は
小
笠
原
と
同
じ
く
、
冬
か
ら

春
に
か
け
て
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
来
遊
す
る
ハ
ワ
イ
で

の
取
組
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

観
光
地
と
し
て
も
有
名
な
オ
ア
フ
島
の
南
東
部 

に
、
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
さ
か
ん
な
マ
ウ
ナ

ル
ア
湾
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
と
い
う
場
所
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
の
ボ
ー
ト
ラ
ン
プ
（船
を
下
ろ
す
ス
ロ
ー
プ
の

あ
る
小
さ
な
港
）に
は
、
シ
ッ
プ
ス
ト
ラ
イ
ク
へ
の
注

意
を
喚
起
す
る
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
看
板

に
は
、
衝
突
に
注
意
す
る
時
期
や
操
船
時
の
注
意
事

項
（前
方
注
意
、
舵
か
ら
手
を
離
さ
な
い
、
航
行
速
度

を
落
と
す
）が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

        

 

同
じ
く
ハ
ワ
イ
諸
島
の
マ
ウ
イ
島
で
は
、
昨
年
４

月
に
海
生
哺
乳
類
の
保
護
と
管
理
に
つ
い
て
の
会
議

（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｍ
Ｐ
Ａ
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
資

料
の
一
つ
に
シ
ッ
プ
ス
ト
ラ
イ
ク
関
連
の
ス
テ
ッ
カ

ー
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
テ
ッ
カ
ー
に
は
マ
ウ
ナ
ル
ア

湾
の
看
板
と
同
様
に
各
種
注
意
事
項
（時
期
、
接
近
距

離
・
航
行
速
度
・
噴
気
に
注
意
と
い
っ
た
操
船
時
の

注
意
事
項
）
や
シ
ッ
プ
ス
ト
ラ
イ
ク
が
起
こ
っ
た
際

の
連
絡
先
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
（米
国
海
洋
大
気
局
）が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。 

       

 

看
板
の
設
置
、
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成
・
配
布
だ
け

で
シ
ッ
プ
ス
ト
ラ
イ
ク
を
防
止
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
シ
ッ
プ
ス
ト
ラ
イ
ク
へ
の
注
意
を

喚
起
す
る
有
効
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
に
は
成
り
得
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

今
後
も
引
き
続
き
、
他
の
事
例
や
取
組
を
調
べ
つ

つ
小
笠
原
で
の
解
決
方
法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
110 

 

―
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
卵
の
白
色
化
― 

 

小
笠
原
小
学
校
５
年
生
の
総
合
学
習
が
始
ま 

 

り
、
生
徒
た
ち
が
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
を
観
察
す
る
た
め

に
、
６
月
10
日
に
、
大
村
海
岸
で
卵
の
移
植
を
行
い

ま
し
た
。
小
学
校
の
玄
関
に
ア
ク
リ
ル
板
で
作
成
し

た
ふ
化
箱
を
設
置
し
て
、
そ
の
中
に
卵
を
移
し
、
卵

の
様
子
を
横
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

卵
は
、
２
か
月
ほ
ど
で
ふ
化
す
る
の
で
す
が
、
そ

の
間
卵
の
中
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
卵
の
外
観
は
変
化
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
実
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
す
る
と
き
に
、
す
で

に
卵
の
中
で
は
成
長
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
卵
の
発

生
段
階
で
、
中
の
胚
（細
胞
分
裂
に
よ
っ
て
稚
ガ
メ
に

な
る
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
）の
状
態
に
よ
っ
て
31
の
ス

テ
ー
ジ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
産
卵
時
に
は
す
で

に
ス
テ
ー
ジ
６
の
段
階
で
す
。
そ
の
時
、
卵
黄
の
上

で
細
胞
分
裂
が
始
ま
り
、
２
mm
ほ
ど
の
丸
い
細
胞
の

固
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
産
卵
後
、
こ
の
部
分
が
陥
入 

 
 

し
、
神
経
な
ど
が
で
き
て
い
く
の
で
す
が
、
甲
羅
の

元
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
に
、
２
週
間
以
上
か
か

り
ま
す
。 

 

卵
の
外
観
は
、
産
卵
時
に
は
、
母
親
の
体
液
で
湿

っ
て
い
ま
す
が
、
12
時
間
ほ
ど
で
卵
の
上
の
ほ
う
に

白
い
乾
い
た
斑
点
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
卵
が
呼

吸
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
来
る
も
の
で
す
。
卵
が
酸

素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
白
い
斑
点
は

上
か
ら
、
下
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
卵
の

白
色
化
と
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
、
地
温
に
よ
っ

て
、
白
色
化
が
進
む
様
子
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
温

度
が
高
い
と
11
日
ほ
ど
で
卵
は
真
っ
白
に
な
り
ま

す
が
、
温
度
が
低
い
と
16
〜
17
日
か
か
り
ま
す
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
海
岸
で
産
卵
巣
の
調
査
を
行
う
と

き
、
こ
の
白
色
化
の
状
態
を
み
て
、
産
卵
日
を
推
定

し
て
い
ま
す
。
白
色
化
が
起
き
て
い
な
い
卵
は
、
呼

吸
作
用
が
み
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
す
で
に
死

亡
し
て
い
ま
す
。 

移
植
な
ど
で
卵
を
動
か
す
と
死
ん
で
し
ま
う
と
い

う
の
は
、
こ
の
呼
吸
を
す
る
機
能
を
壊
し
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。 

               

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http:/
/b

onin
-oce

an.net 

産卵後3日目の卵の白色化。呼吸作用によ

り、卵の上部から乾燥し、白色化が進む。

約 2週間で真っ白になる。3日目の胚はス

テージ 11 で、まだまだカメの形はできて

いない。頭部と脊椎ができつつあることが

判る。 

オアフ島 

シップストライクの 

看板 

シップストライクの 
ステッカー 



定期予防接種 育児学級（離乳食の会）

入港日

高校図書館開放

入港日

ＩＵＣＮ（国際自然保護連合）来島

高校図書館開放

母島巡回労働相談 出港日

島であそび隊！申込締切

行　事　予　定日付 曜日日付 曜日 行　事　予　定

1 木

3 土

2 金

4 日

5 月

16 金

18 日

17 土

19 月
海の日

島であそび隊！申込締切 もっと身近に小笠原展デジタルフォト申込締切

サマーフェスティバル夜店出店者申込開始

出港日

乳幼児健診・歯科健診（父島）

原付免許学科試験申込締切

電話による無料法律相談

入港日

まっくらやみであそび隊！ 入港日

村営バス夏季臨時ダイヤ開始（～8/15）

高校図書館開放 原付免許学科試験

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土

11 日

20 火

21 水

22 木

23 金

24 土

不発弾処理（州崎地区） 高校図書館開放

くらしの法律・税金相談（父島 母島）

出港日 母島乳幼児計測会

ＩＵＣＮ（国際自然保護連合）出港

くらしの法律・税金相談（父島）

行政相談所の開設 出港日

ギャラクティック・キッズ申込締切

ビジターセンターつながる生きもの展 最終日

村民意見・提案・相談受付

中ノ平自立支援農業団地就農者の募集締切 介護のしくみ座談会（母島）

ヘルスアップ教室（父島） がんばれ！小笠原プレゼントナイター

ビーチクリーン（大村海岸）

ギャラクティック・キッズ開催

介護補助員募集締切

森林生態系保護地域への入林受付

12 月

13 火

14 水

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金
入・出港日

森林生態系保護地域への入林受付

粗大ゴミの日（母島） サマーフェスティバル夜店出店者申込締切
女性特有のがん検診開始（内地）

15 木
31 土




